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【学位論文審査の要旨】 
ALC パネルは，昭和 30 年代後半に北欧より日本に技術導入され，昭和 40 年代に生産が
本格化し，その軽量性，耐火性，断熱性を特徴に，法的条件の具備や，規格・基準類の整
備が進むに従い，拡大生産の一途を辿ってきた。ALC パネルの生産量は，経済産業省窯業・
建材統計によると，バブル期の 436 万 m3/年をピークに，統計が開始された昭和 41 年(1966













化に限定した ALC パネルの炭酸化度と各種性能との関係は明確ではない。 











度変化は、トバモライト結晶構造の基本単位層中の Ca-O シート中の Ca の炭酸化が原因で
あることを示した。 
(3) 促進炭酸化が ALC の断熱性能(熱伝導率)に与える影響について，JIS に規定する性能値
や，建物の断熱設計値より悪くならないこと，また，ALC の耐火性能の遮熱性，遮炎性の
規定を下回らないことを確認した。 




(5) タイル張り仕上げが施された ALC について，促進炭酸化による ALC の強度性状の変化
は，タイルの剥落危険性に大きな影響を及ぼさないことを明らかにした。 







行度合いを指標とした ALC パネルの健全度評価法を提案すると共に，CPD に基づく ALC
パネルのメンテナンス方法のフローの提案を行った。 
 以上，本研究は，国内における数多くある ALC 建物の維持，保全の観点から，また，資
源の有効活用の観点から，今後更に重要となると考えられる経年化した ALC パネルの物性
変化の解明ならびに健全度評価方法の提案を行っており，その成果は学術的に貴重であり，
また，メンテナンス手法の提案は工学的に有意義な成果であり，当該分野における貢献は
極めて大きい。よって，本論文は博士(工学)の学位を授与するに十分な価値を有するものと
認められる。 
